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論 文 内 容 要 旨
〔序 論〕
赤血球において陰イオン輸送を司 る膜蛋白質バ ンド3は分子量が約97kDaの糖蛋白質である。
バ ンド3は機能,構 造の両面から3っの ドメインに分けることができる。すなわち,1)脂 質二
重層を複数回往復 している膜貫通 ドメイン,2)細 胞質側に突出 している水溶性の細胞質側 ドメ
イン,及び3)膜 表面の糖鎖結合部分である。1)は 陰イオン輸送に関与するもので,陰 イオン
交換反応が赤血球による炭酸ガスの運搬や赤血球内部pHの調節において重要な位置を占めてい





第1章 エオシン与 マレイミ ドとバン ド3との相互作用




そこで,こ の章においてはEMIとバ ンド3との相互作用を種々の条件下で検討 し,細胞質側
ドメインにおけるEMI結合部位の特徴をEMI結合ゴーストについての吸収スペク トル及びCD
スペク トルを測定することによって調べた。ゴーストをpH7.4でEMIと反応させて調製 した場
合のEMI結合ゴース トの吸収スペク トル及びCDス ペクトルはイオン強度依存性を示さなか っ
たが,ゴ ース トとEMIをpH6.0で反応させた場合はイオン強度の影響を強 く受けた。以上 の結






mol・degreeであった。 これ らの値はpH7.4の場合の3分1以 下及び2分 の1以下で,こ れはシ
ステイ ンクラスターにおけるSH基が特徴ある空間配置をしていることに対応す る。次に,
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pH6.0でゴース トにEMIを結合させたのちプロテァーゼ処理 を行 って細胞質側 ドメイ ン(43k
フラグメント)を単離 し,そのCDス ペク トルを測定 したところ,pH6.0及びpH7.4で調製 した






赤血球の形態はイオン強度に依存するが,こ れはバ ンド3の細胞質側 ドメインと骨格蛋白質 と
の結合状態がイオン強度によって影響を受けることに関連 している。一方,近 年,楕 円赤血球症
や球状赤血球症などにおいては細胞質側 ドメインの遺伝的,構造的な異常が明らかになっている
が,こ れらのバンド3異常症においては多 くの場合溶血性貧血が認められている。これより溶血
とバ ンド3との関わりが推察される。したがって,低 張状態での溶血に際しても,バ ンド3には





に依存 して変化 した。この変化は溶血曲線に対応 した。しか し,膜表面付近では流動性の変化 は
認められなかった。pH7.4においては脂質膜のどの部分で も流動性は変化することがなかった。
したがって,低張性溶血には膜蛋白質が主に関与すると考え られた。そこで,ゴ ース トを用 い
pH及びイオン強度を変えてCDス ペクトルを測定 したところ,膜蛋白質におけるα〈 リックス
の含有率も変化 した。このときのKC1濃度依存性は溶血曲線のKCI濃度依存性 と類似 した。 こ
のことは膜蛋白質の構造変化あるいは状態変化が低張性溶血と関連することを示唆する。次に,




以上より,低張液中での溶血に際し,バ ンド3が何 らかの役割 を演 じていることが明 らかと
なった。
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第3章 低張液中での溶血の機構一バ ンド3細胞質側 ドメインが関与するホール形成 一




確認 された。以上の結果はバ ンド3が溶血ホールの形成に関与していることを示唆す る。次に,
pH7.4でバンド3をEMI標識 したゴース トにっいて低張液中での蛍光スペク トルを測定 しその
時間変化を追跡 したところ,EMIの蛍光強度は二相的な変化を示 した。 しか し,ト リプ シン処
理により細胞質側 ドメインを除去 したゴース ト,あるいはpH6。0で細胞質側 ドメイ ンをEMI修
飾 したゴース トではこのような蛍光の変化は見 られなかった。これらの結果より,低張液中での
バンド3分子間の会合あるいは解離には,細胞質側 ドメインやシステインクラスターが関与す る






くなり,バ ンド3の運動性が高 くなるためバ ンド3が集合しホールを形成す ると推察 した。
〔結 論〕
EMIはバ ンド3と特異的に結合 し陰イオンの輸送を阻害するが,こ れは他 の阻害剤 と異なる
反応性を有する。この反応の特徴を利用 して赤血球の低張性溶血の機構にっいて検討 した。その
結果,溶 血に際 してのホール形成にはバ ンド3が関与 していることが示 された。更に,バ ンド3
によるホールの形成並びに消失過程にっいてのモデルを提出した。これは低張性溶血の機構を示




審 査 結 果 の 要 旨
本研究は,赤血球細胞膜中の主要構成 タンパク質であるバ ンド3の構造と機能を明らかにする
ことを目的とし,特にバ ンド3の細胞質側 ドメインの性状と溶血との関係を検討 した研究である。
まず細胞質側 ドメインにおけるSH基の性質を調べるため,修 飾試薬であるEMIを反応 させ
ると,その反応成績体の性質は赤血球 ゴース トを調製する際の水素イオ ン濃度に強く依存するこ
とを明 らかにした。すなわち,pH6.0で調製 した場合のEMI結合部位のタンパ クの高次構造は
イオン強度によって変化す るが,pH7.4で調製 した場合にはイオ ン強度による構造変化がほとん
ど認められない。 この結果は,バ ンド3へのEMI結合部位がpHに よって異なることを示 し,
pH6.0では細胞質側に結合 し,その結合部位は特徴のある構造を持 っていることが結論づけられ
た。またEMIとの結合には,共有結合以外にリジン残基との間のイオ ン結合が関与 しているこ
とを示 した。っぎにバ ンド3が赤血球膜の構造維持にどのような役割を果 しているかを調べるた
め,溶血時における膜タンパク質の構造変化を解析 した。pH7.4における溶血の過程では膜の流
動性は変化 しないが,pH6.0における溶血では,脂質二重層の中央部分の流動性がイオン強度 に
依存することがスピンラベル剤を用いたESRスペクトルから明らかになり,膜 タ ンパ ク質の構




の過程でのホールの形成にバ ンド3が関与 していることを示唆 している。この仮説を直接証明す
るため,原子力間顕微鏡を用いて観察すると,溶血の過程では大きな一っのホールの形成が確認
されている。またEMI標識 したゴース トを用い,蛍光変化か ら溶血の過程 を解析すると,赤 血
球は膨潤,バ ンド3の集合 ・再分散などの状態を経ているとする結論が得 られた。
赤血球中のバ ンド3にっいては,従来イオンチャンネルとしての機能が論 じられているにす ぎ
ないが,本研究の結果より,本タンパクの細胞質側 ドメイ ンが重要な機能を持ち,赤血球の構造
維持に働 くことが示され,バ ンド3は数多 くの機能を持 っていることが明らかとなった。バ ンド
3に構造が類似 しているタンパク質が赤血球膜以外にも存在することが明らかになりっっあり,
本論文で用いられている手法が これ らタンパク質の機能の解明に応用できるものと考えられる。
よって本研究は,膜 タンパクの機能解明への貢献が極めて大きく,博士(薬 学)の 学位論文 と
して合格 と認定する。
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